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ランクセス、リチウム塩溶液から効果的にカルシウムを除去する 
イオン交換樹脂「レバチット TP 308」の提供を開始 

 

ランクセス株式会社 

 

ドイツの特殊化学品メーカー、ランクセス（LANXESS）は、同社の金属選択回収用イオン交換樹

脂の製品群に、リチウム塩溶液の精製に適した「レバチット®（Lewatit®） TP 308」を追加したと発

表しました。ランクセスの液体高純化テクノロジーズビジネスユニットのテクニカルマーケティング

マネージャーであるディルク・シュタインヒルバーは次のように述べています。「この精製プロセス

は、リチウム電池およびリチウムイオン二次電池の製造に必要な超高純度リチウム塩を生成する

上で重要な役割を果たします」 

 

経済的に優れた希釈リチウム塩水の軟化 

沈殿操作を中心とした従来のリチウム塩水の最終研磨方法と比較して、イオン交換樹脂を使用す

ることにより、より多くの利点を得ることができます。シュタインヒルバーは次のように述べています。

「カルシウム除去にイオン交換プロセスを導入することで、時間と費用の両方を大幅に削減できま

す」 

 

この度、新しく発表されたマクロポーラス型の「レバチット TP 308」は、特にアルカリ、アルカリ土

類および重金属を含む低濃度リチウム塩溶液（cLi < 2 g/l）を、リットルあたり 100 mg から数グラ

ムまでの比較的高い濃度で処理するために開発されました。このような溶液は、例えば、一次吸

着剤からの脱着に続く地熱塩水の処理中に生じます。 

 

この溶液からカルシウムなどの多価イオンを除去する工程は、漏れが少なく、優れた交換速度に

よる高い流速で、非常に効率的に行われます。また、樹脂床全体の圧力降下もわずかです。ラボ

試験において、「レバチット TP 308」は様々な他社製品と比較して優れた性能を示しています。 

 

「レバチット TP 308」の特に優れた特徴は、総容量が 4.3 eq/l（リットルあたりの当量）を超えるこ

とです。これは、標準的な樹脂よりも耐用年数が長いことを意味し、したがって再生段階間の間隔

が長くなります。その結果、再生化学物質や水の使用の必要性が減少します。これにより、システ

ムの可用性が全体的に向上し、運用コストが削減されます。シュタインヒルバーは次のように述べ

ています。「樹脂に特殊なポリマー構造を採用することで、頻繁に再生する場合でも長寿命が保

証され、経済的にも非常に魅力的なプロセスになります」 

 

 

 



 
リチウム濃度の異なるオーダーメイドの樹脂 

ランクセスはまた、濃縮リチウム塩溶液を精製するためのイオン交換樹脂をオーダーメイドで提供

しており、「レバチット TP 308」の用途を拡大しています。 

 

「レバチットモノプラス TP 208」および「レバチットモノプラス TP 260」均一粒径樹脂は、典型的な

リチウム含有量 10 g/l の塩水から二価イオンのカルシウム、マグネシウム、ストロンチウムおよび

バリウムを 1 から 100 mg/l の濃度範囲で除去する際に使用します。キレート化イミノ二酢酸

（IDA）基を有する樹脂である「レバチットモノプラス TP 208」は、塩化リチウム、水酸化リチウムお

よび硫酸リチウム溶液に最も適しています。 

 

ランクセスは、このモノプラス製品群の均一粒径樹脂タイプに加えて、両樹脂の均一小粒径

（MDS）タイプを提供しています。これはポリマービーズの直径が標準タイプ（0.6～0.7 mm）よりも

小さく、約 0.4 mm となっています。比表面積が大きいため、MDS 樹脂は交換速度がより速く、使

用可能容量は大幅に高くなっています。また、浸透圧的にも機械的にもより安定しています。 

 

これらの製品は不純物をほぼ完全に除去することができます。例えば、10 ppm のカルシウムを

含有する塩化リチウムおよび塩化ナトリウムの濃縮溶液中では、「レバチット MDS TP 208」によ

る処理後に ppb 範囲のごく微量のカルシウムしか残存しません。 

 

このようにして得られた超高純度リチウム塩溶液は、高価な膜を堆積物や妨害物の形成から保

護する必要がある、塩素アルカリ電解による LiOH の直接製造に不可欠です。 

 

詳細については、www.lewatit.comを参照してください。 

 

 

 

レバークーゼンにあるランクセスの分析ラボにおけるイオン分析 （写真：ランクセス AG） 



 

 
 

ラボ試験において、「レバチット TP 308」は他社製品と比較して優れた性能を示しています。リチ

ウム塩溶液からの多価イオン（主にカルシウム）の除去は、漏れが極めて少なく、優れた交換速

度により高い流速で、非常に効率的に行われます。また、樹脂床に沿った圧力損失もわずかです。

このグラフはイオン交換プロセスの排水中のカルシウム濃度（ppm）を Y 軸に示したものです。こ

れは製造されたリチウム塩水の純度の尺度です。1 時間あたりの充填体積（BV/h）で表した流量

を X 軸に示しています。 （写真：ランクセス AG） 
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これは、ドイツ・ケルンおよびミュンヘンで3月14日に発表されたリリースをもとに、ランクセス株式

会社が発表したものです。 

この原文（英語）は、以下のURLにてご参照下さい。 http://www.press.lanxess.com 

 

 

ランクセスについて： 

ランクセスは、世界 33 カ国で事業を展開する大手特殊化学品メーカーです。2021 年の総売上は

76 億ユーロにのぼり、全世界の従業員数は約 14,900 人です。主な事業は、中間体、添加剤、特

殊化学品及びプラスチックの開発、製造とマーケティングです。ランクセスは、持続可能性に優れ

た企業を選定する「ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス」のワールド・インデックス

（DJSI World）、ヨーロッパ・インデックス（DJSI Europe）および「FTSE4Good」の構成銘柄です。 

ランクセスについての詳細は同社 URL にてご確認下さい。 

www.lanxess.co.jp 

 



 
本件に関するお問い合わせ先：  

ランクセス株式会社 コーポレートコミュニケーションズ 

村上 幸 

TEL : 03-5293-8006 FAX : 03-5219-9773 

lanxess.japan@lanxess.com 
 
 
免責について (Forward-Looking Statements) 
本プレスリリースには、ランクセスの予測、見解、期待、そして第三者からの引用を含む、予測・予定事項の記述がございます。

様々な既知あるいは予測不能なリスク、不確定要素、またその他の要因により、実際に発生する結果、財務状態、発展及び業

績が、本資料に記載の予測・予定事項と大幅に異なる可能性があります。本資料に示される将来予測に関する意見の正確性や

進展が実際に起こりえるかどうかに関しても責任を負うものではありません。ここに示されたいかなる情報、予測、推定、目標、

意見に関して、明示的あるいは黙示的な表明や保証を行うものではありません。そのため、これらの記述につきまして、本資料

の記載事項に全面的に依存されることは控えて頂きますようお願いします。本資料に示したいかなる脱漏、誤った記述に関して

も責任を負いかねます。また、この資料を使用することによる直接的あるいは間接的に生じる事項に関して、ランクセスとその関

連会社、役員、責任者、従業員は一切の責任を負いかねますので、併せてご了承いただきますようお願い申し上げます。 
 
その他の情報： 
ランクセスのニュースリリースは www.lanxess.co.jp の”プレスリリース”項目よりご覧ください。また、役員およびその他の写真

は http://photos.lanxess.com（英語）より入手いただけます。ランクセスの動画および音声、ポッドキャストについては下記をご

覧ください。http://globe360.net/broadcast.lanxess/（英語） 
 
ランクセスのウェブマガジンは下記でご覧いただけます。 
https://webmagazine.lanxess.com/ja/（日本語） 
 
ランクセスの Twitter、Facebook、Linkedin、YouTube の公式ページは下記サイトをご覧ください。 
http://www.twitter.com/LANXESS_JP（日本語） 
http://www.facebook.com/LANXESS（英語） 
http://www.linkedin.com/company/lanxess（英語） 
http://www.youtube.com/lanxess（英語） 
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